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地域包括ケアシステムの完成を目指して、医
療、介護、介護予防、生活支援サービス、すま
いの5つの要素と自助、互助、共助、公助の4つ
の助けが必要。その互助・共助の担い手として、
NPOが役割を期待されている、ということを再
認識する場となりました。
江東区では、新しい総合事業（介護予防事

業）の導入を平成28年4月から予定しており、
今年度はその為の準備期間としてあてられてい
ます。

NPOとして、社会から求められる役割を果たし
ていくためには、目まぐるしく変化する社会環
境に適応していかなければなりません。
これからも役員・スタッフ一同、活動に精進

してまりますので、今後とも変わらぬご指導・
ご協力をよろしくお願いします。

＜役員・監事の変更について＞
役員の改選が行なわれ、今年度の役員・監事が
下記のとおり交代しました。
理事 奥田公恵（退任） 藤原晴子（新任）
監事 平久江利光（退任） 黄 民愛（新任）
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6月6日(土)パルシステム東京辰巳ビル2階、
多世代交流ひろば「パルひろば辰巳」にて第16
回定期総会を開催しました。
お忙しい中お集まりいただいた皆様には心よ

り感謝申し上げます。
全議案無事に可決され、本年度の取り組みが

いよいよ本格的にスタートします。
自主事業である女性のキャリア支援セミナー

「えんカレッジ」、パルシステム東京受託事業、
多世代交流ひろば「パルひろば辰巳」運営。両
事業とも安定し、認知度も上がってきましたが、
今後は更に行政や地域とのつながりを発展させ
ていくことが目標になります。

具体的には、現在各自治体で進められている
「介護保険制度の改定とそれに伴う地域福祉の
転換」において、その新しい担い手として、地
域フォーラムへの参加、情報交換会の開催など、
NPOとして出来ること、可能性を探っていきま
す。また、スタッフ研修を積極的に行い、個人
のスキルアップを図り、活動に活かして参りま
す。
総会終了後に開催した江東区高齢者支援課、

大江秀樹課長によるミニ講演会では、今注目さ
れる「介護保険制度改正とこれからの地域づく
り」について話を伺いました。

NPO・えんは、女性のキャリア実現・市民活動・まちづくりをサポートします。

NPO・えん ニュースレター “まりーむ”



NPO・えん 自主事業

えんカレッジの進捗報告

6月11日 利用者の皆さんが希望されていた落
語会「にぎやか辰巳亭」が開催されました。

この企画は2月から暖めていたもので落語や設
営のボランティア、ご近所の利用者様、1階のス
パーのお力を借りて開催することが出来ました。
当日は予想以上のお客様で、用意した椅子では

足りず次から次へと座席を用意し、42名様の利用
となりました。普段ひろばを利用しない男性や足
の悪い方、デイサービスの利用者などが「生の落
語」を聞くのを楽しみに来場しました。

演目が始まると会場は笑いの渦につつまれ、時
に「きんちゃーん」と黄色い声が飛ぶ中、ふたつ
の演目が終了し、笑顔一杯での終演となりました。
利用者様からは「おもしろかった」、両国からい
らしたディサービスの利用者様からは「楽しみに
していたの。来たかいがあったわ」との声をいた
だき、事務局も充実感で一杯でした。

ひろばでは地域の皆様のご要望を聞きながら、
楽しく元気になる企画を今後もご提供していきま
す。（田谷）

多世代交流ひろば

パルひろば辰巳
落語会「にぎやか辰巳亭」大盛況

2015年度も、さらにチャレンジしてまいります！

今年度のえんカレッジは、昨年からのレギュラー講
師陣に加え、新しい顔ぶれを増やしていきます。

まず、6月からスタートしたラインナップでは、府中
市を拠点に活動している芦沢壮一さん（スキルノート
代表・プレゼン技術コーチ）を迎えて、「パラレルキャ
リア」についての講座を開催します。

上半期の詳しいスケジュールは、下記のとおりです。

■6月25日（木）
「～パラレルキャリアを考える～

自分にもう一つの生き方をプラスする講座」
講師：芦沢壮一さん

■6月26日(金)＆7月3日（金）
「コーチングで自分と向き合う！

体験ワークショップ2日間」

講師：平田香苗さん （米国ＣＴＩ認定ＣＰＣＣ）

■7月14日（火）
「見た目年齢をもっと自由に！夏スッキリ！
フェイスリフト体験～夏老化対策は万全ですか？」
講師：河西修子さん
（インターナショナルエスティテシャン、薬剤師、NPO
法人プラチナ美容塾講師）

昨年度のえんカレッジは年間13回、146名の方が
参加しました。男性の方の参加希望もあり、今後も性
別、年齢を問わず、興味を持っていただいた方を拡
く受け付けていきたいと思います。

（根本）



アフリカの女性たちとの出会い

今春、人生初のアフリカの旅を経験しました。１０
日間西アフリカのガーナに滞在し、サバンナの村や
緑の豊かな町などをめぐってきました。今回は、そ
の旅での出会いや考えさせられたことについて記し
たいと思います。アフリカ論として一般化できるよ
うなものではなく、私の個人的な体験としてお読み
いただければ幸いです。

■よく働く女性たち
エネルギッシュでよく働くなあ、というのが旅で

出会った女性たちへの共通した印象でした。3人の子
育て＋仕事をしている私が見ても感心するくらい元
気によく動きます。例えば、旅の前半を共にしたナ
オミは1歳の子を授乳しながら3日間付きっきりで私
に同行してくれました。NBSSIという小規模ビジネス
の推進を担う公的機関の職員として、洋服の縫製や
サンダルなど皮革製品の製造（もちろん手縫い）で
起業する人への支援活動を担当しています。サバン
ナ地域の主な産業を案内してくれたときも、１歳の
子どもに授乳しながら、私に「これも見て」「あれ
も素敵でしょ」と話しかけてます。この地域は首都
から遠く、産業に乏しいから小さなビジネスを支援
していくことが大事なんだと熱い思いを語ってくれ
る姿にとても感心しました。ちなみに授乳ケープは
なく、おもむろに乳房を出すのですが、居合わせた
男性たちも驚くことはありません。なかなか楽しい
光景でした。

ナオミが連れていってくれた道路もない僻地は、
シアの木と手作りバスケット、怠け者の男たちで有
名という村。農業のできない乾季には女性が草でバ
スケットを編んでわずかな現金収入を得ています。
世話人の男性が英語を話して外部と交渉しますが、
「働き者の女性の味方」なので他の男性からは嫌わ
れています。土日の休みもなく寄り合い所に集まり、
もくもくとバスケットを編む女性たちは本当に働き
者でした。小さな子どもたちも遊びながらお母さん
と過ごしています。彼女たちの姿は、アフリカ人は
のんびりお気楽という私の先入観を打ち消しました。

■エリートはよりエリートに
一部のエリート層には多くのチャンスが与えられ、

そうではない人との格差が広がるばかり．．．とい
う現象はここでも見ることになりました。友人の紹
介で、数日居候したご家族。思春期の子ども３人を
育てる母のルビーは、公務員や会社員を経て現在は
弁護士になるべく40代ながら法科大学院に通ってい
ます。勉強は忙しいし、夫は単身赴任だから、と住
み込み家政婦のエフィが掃除、洗濯（もちろん手洗
い）、料理、不在時の留守番、子どものお弁当作り
など「主婦」業務をすべて行っています。この仕事
のために、実はエフィは自分の子どもを実母に預け
ているのはとても皮肉な事実。英語ができないエ
フィには仕事の選択肢は少ないので仕方がないのか
もしれません。ルビーは私に「エフィはとっても頭
がいいのよ」と言いました。でもエフィはおそらく
家政婦以外の仕事には就けないでしょう。仲良しの
二人は夜な夜な庭先で一緒にフライドチキンを揚げ
ながら、楽しそうに踊ったりしています。一人は外
車を3台持つ未来の弁護士、一人は英語のできない住
み込み家政婦。同じ屋根の下にすら存在する見えな
い格差の大きさに内心私はとても複雑な思いになり
ました。
自分とは違う人への感心の薄さなのか、首都の路

上では木陰でたむろする母子、頭に商品を載せ子ど
もの手を引きながら売り歩く母親などの光景をどう
思うか尋ねても「私たちにはどうすることもできな
い」と多く聞かれました。首都では毎日12時間も停
電しているのに「政府はこんなもんだ」というのも
同じ感覚でしょうか。自分では変えられないと思う
ことへの無関心さがちょっと残念に思いました。

一方で、自ら率先して助け合うコミュニティを作
ろうと、孤児に無償で寝食と教育を与えながら、織
物技術を教えている職人にも出会いました。自分に
できることをやっているだけ、と謙遜しつつ政府か
らの感謝状を見せてくえる姿がとても印象に残りま
した。
アフリカだから、と一言でくくれない複雑な社会

がガーナにはありました。日本よりも分かり易い形
で貧富が存在し、それぞれの持ち場でみんな精一杯
生きている。でも、変化を起こしたいというエネル
ギーの出しどころやチャンスがまだまだ不足してい
る場所。一方で、「友だちの友だちだから」という
理由だけで何日も泊めてくれたり、何百キロも車を
運転してくれる優しい人たちがいっぱいの場所でし
た。

理事 藤原晴子

会員寄稿



■NPO・えん会員状況(2015年6月15日現在)会員数63名[正会員数29名/参助会員33名（内団体２）]

編集だより

無事定期総会が終わり、役員スタッフ一同ほっとしております。
日々の活動が積み重なって一年となり、総会のタイミングでまとめて
総括すると、一年の間にいろいろな出来事があったなあ、がんばっ
たなあ、と感じます。一年に一度会員の皆様にもお会いできる機会
でもあり、ちょうど織姫と彦星のような感激もあります。
今回退任された奥田元理事と平久江元監事には長年にわたり、
NPO・えんの活動を支えていただき、スタッフ一同感謝の念に耐えま
せん。役員の立場を離れても、私たちの活動を応援していただけま
すと大変うれしいです。本当にありがとうございました！

NPO・えん第61回理事会報告

「NPO・えん第61回理事会」は2015年5月12日(火) 、役員4

名、事務局スタッフ1名の計5名の出席を得て、NPO・えん事

務所において15時00分より開催されました。「報告事項」

として（１）パルシステム東京との業務委託契約（2）江東

区社会福祉協議会フォーラム参加（3）ウェブサイトリ

ニューアルについて、スタッフから提案が行われ、すべて承

認されました。また、協議事項（１）定期総会議案整理

（２）寄付金の使途についての協議し、16時30分に無事に

閉会しました。

＊は、パルシステム東京の受託事業です

エヌピーオーえん

5339909

活動報告
4月 1 万里夢６５号 発行

1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

17 楽らく体操＊

18 暮らしの相談室＊

20 辰巳ママのさろん＊

21 手仕事サロン＊

28 ランチ会＊

5月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

11 辰巳ママのさろん＊

15 楽らく体操＊

16 暮らしの相談室＊

19 手仕事サロン＊

22 うたごえ喫茶＊

26 コミュニティワーウ連絡会総会

26 まごころ食事会＊

6月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

6 第16回定期総会＆ミニ講演会

8 辰巳ママのさろん＊

11 落語会＊

16 手仕事サロン＊

19 楽らく体操＊

20 暮らしの相談室＊

23 クッキング教室＊

25 えんカレッジ講座（パラレルキャリア）

26 えんカレッジ講座（コーチング）

予定
7月 1 万里夢６６号 発行

1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

6 辰巳ママのさろん＊

13 辰巳ママのさろん（ウォーキング）＊

13 コミュニティワーウ連絡会定例会

14 えんカレッジ（美容）

15 江東区地域福祉フォーラム（パネラー出演）

18 暮らしの相談室＊

3 楽らく体操＊

21 手仕事サロン＊

24 うたごえ喫茶＊

28 まごころ食事会＊

8月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

3 辰巳ママのさろん（ウォーキング）＊

7 楽らく体操＊

18 手仕事サロン＊

25 クッキング教室＊

9月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

4 楽らく体操＊

7 第62回理事会

7 辰巳ママのさろん（ウォーキング）＊

15 手仕事サロン＊

19 暮らしの相談室＊

29 まごころ食事会＊

未定　辰巳ママのさろん＊

NPO・えんの活動


